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2022年10月15日
すばる中央薬局 大船店
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鎌倉市笛田2-1-35
TEL 0467-40-5020　FAX 0467-40-5025

居宅介護支援事業所
すばるケアプランセンター

藤沢市石川2-5-1
TEL 0466-90-5132　FAX 0466-90-5133

訪問看護事業所
すばる訪問看護
リハビリステーション

LINEのカンタンやり取りで、待たずにお薬をお受け取りいただけます。

LINEで
友だち登録

スマホのカメラで
処方箋を撮影

処方箋の画像を
LINEで送信

お薬ができたら
LINEで連絡

薬局でお薬の
受け取り
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すみれ中央薬局 鎌倉店
鎌倉市笛田 2-1-40
TEL 0467-32-6080
FAX 0467-32-6082

すばる中央薬局 大船店
鎌倉市大船4-18-6-1A
TEL 0467-48-5855
FAX 0467-48-5836

在宅
専門部門
併設

訪問エリア
鎌倉市全域
藤沢市一部

すばる中央薬局 大町店
鎌倉市大町4-3-22 
TEL 0467-23-6100
FAX 0467-23-6101

すばる中央薬局 笛田店
鎌倉市笛田2-1-34
TEL 0467-73-8255
FAX 0467-38-1831

鎌倉市腰越4-8-1 
TEL 0467-38-1601
FAX 0467-38-1602

すばる中央薬局 腰越店

茅ヶ崎市本村4-22-23
TEL 0467-39-5204
FAX 0467-39-5304

ニコニコ薬局 茅ヶ崎本村店

藤沢市宮前425-7
TEL 0466-52-0955
FAX 0466-52-0966

すばる中央薬局 藤沢店

在宅
専門部門
併設

訪問エリア
藤沢市南部
北部一部地域
鎌倉一部地域

すばる中央薬局湘南台店
藤沢市湘南台2-26-17
TEL 0466-44-8935
FAX 0466-47-6888

在宅
専門部門
併設

訪問エリア
藤沢市北部
泉区、戸塚区、綾瀬市、
海老名市の一部地域

横浜市保土ヶ谷区星川2-3-22
みゆきコーポ１号室
TEL 045-333-1880
FAX 045-333-1881

すばる中央薬局 星川店

大田区南雪谷2‐10‐7-101
TEL 03‐5754‐3410
FAX 03‐5754‐3411

すばる中央薬局 南雪谷店

鎌倉市岡本2-6-35 1F
TEL 0467-47-1901
FAX 0467-47-1507

薬局大船

すばる中央薬局 戸塚店
横浜市戸塚区戸塚町565-16
TEL 045-869-5881
FAX 045-869-5883

在宅
専門部門
併設

訪問エリア
横浜市栄区
戸塚区
泉区一部地域

友達登録ができましたら、スマホの
カメラで処方箋を撮影してください。

処方箋を撮影 お客様

お客様

撮影した処方箋の画像を送信してください。

処方箋を送信

お客様

完了のメッセージが届きましたら、
ご来店いただき、お薬をお受取りください。

お薬の受け取り

店　舗

お薬の準備ができましたら、
完了のメッセージをお送りします。

完了のご連絡

店　舗

こちらで処方箋を確認しましたら、
メッセージをお返しします。

処方箋を確認

下記店舗インフォメーションより、
お近くの薬局のQRコードを読み取って“LINEde処方箋”をご利用ください。

ご利用
方法

株式会社エルマノ
ホームページはこちらからご覧ください。
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（株）エルマノの薬局全店で、
医療機関に通院せず、
電話で診療をした方の

処方箋の取り扱いを行っています。

電話再診した医療機関から処方箋を送る薬局を聞かれますか
ら、いつもの（株）エルマノの薬局名をお伝えください。処方箋
が送られてきましたら、お薬をご用意いたします。薬局へ薬を取
りに来ることが心配な方はご連絡ください。薬をご自宅へ宅配
便にて郵送いたします（送料は患者様負担となります）
代金は銀行振り込みでお願いしております。

お薬到着後、薬剤師より薬が届いたかの確認と、体調やお薬
についての説明を電話にて致します。
（2020年4月10日付で発出された「新型コロナウイルス感染症
の拡大に際しての電話や情報通信機器を用いた診療等の時
限的・特例的なとりあつかいについて」による臨時的措置のた
めこの措置が終了となっている場合があります）

新型コロナウイルス感染症拡大防止に
伴う医療機関の

電話再診を受けられた方へ

予防するにはインフルエンザの
ワクチン接種が有効
インフルエンザワクチンには、4種類（A型2種類、

B型2種類）のウイルス型が含まれており、今期

流行が予想されるA香港型もそのうちの一つで

す。一般に、ワクチンは、発症予防効果とともに

重症化防止効果が期待できます。欧州からの報

告では、65歳以上の高齢者において、ワクチン

を接種した場合は、接種しなかった場合に比べ

て、A香港型感染による入院を抑制したと報告さ

れています。新型コロナウイルスは収束する気配

がありません。そのような中で、ワクチンで予防で

きる疾患についてはできるだけ接種を行い、医療

機関への受診を抑制して医療現場の負担を軽

減することも重要です。

新型コロナウイルス流行下での
インフルエンザかもと思ったら

●発熱した場合、新型コロナウイルスによるもの

かインフルエンザによるものか、症状から見分

けることは難しいです。また両方にかかってい

る場合もあります。判別するためには両方のウ

イルスに対する検査が必要となるため、医療

機関を受診しましょう。

●インフルエンザと診断されたら、抗ウ

イルス薬や対症療法による治療を行

います。抗ウイルス薬はインフルエン

ザの重症化、死亡を抑制します。

発売されている
インフルエンザの抗ウイルス薬

カプセルの飲み薬、
5日間服用すること
で十分な効果が得
られる。年齢を問わ
ず服用することがで
きる。5日間飲み切る
必要があり、飲み忘
れないことが大切。

1回の単回服用で
服用終了。
新しい作用機序の
薬（既存薬がウイル
スの細胞外への拡
散を阻止するのに
対し、細胞内での増
殖を直接阻害する）

口から吸入する。単
回吸入で完結する
ので、飲み忘れがな
い。吸入する粉末の
量が多いため、小児
や高齢者では上手
に薬が入らない可
能性がある。

イナビル吸入粉末
剤と比べ、粉末の
薬の量が少ないた
め比較的吸入が楽
にできる。5日間続
ける必要がある。吸
入機械の操作が少
し難しい。

錠剤や吸入剤がう
まく服用できないお
子さんや高齢者、障
害のある方、入院中
の患者さんなどに使
われることが多い。
約15分の点滴1回
で効果が持続する。

タミフル
カプセル

（オセルタミビルカプセル）

ゾフルーザ錠 イナビル
吸入粉末剤 リレンザ ラピアクタ

点滴静注

新型コロナウイルスの第７波が落ち着きをみせてい

ますね。オミクロン株対応のワクチン接種の開始な

ど、新しいトピックスもあります。もちろん日常化してい

る手指の消毒・マスク着用・三密回避などが感染拡

大を防いでいるのは言うまでもありません。しかしこれ

から冬にかけては、インフルエンザが流行する季節で

もあります。今回は一般社団法人日本感染症学会

の提言を元に2022-2023年シーズンのインフルエ

ンザ対策についてご紹介します。

インフルエンザについては、国内で新型コロナウイル

スの流行が始まった2020年2月以降、患者報告数

は急速に減少し、2020-2021年シーズンおよび

2021-2022年シーズンの現在まで、インフルエンザ

ウイルス検出の報告はほとんど見られておらず、危惧

されていた新型コロナウイルスとインフルエンザの同

時流行もありませんでした。これは、コロナ対策として

普及した手指衛生やマスク着用、三密回避、国際的

な人の移動の制限等の感染対策がインフルエンザ

の感染予防についても効果的であったためと考えら

れます。しかしながら、2021年後半から2022年前

半にかけて、北半球の多くの国ではインフルエンザ

の小ないし中規模の流行がみられています。

A香港型の流行が予想されます
2021-2022年には、欧米では、インフルエンザウイ

ルスのタイプのうち、主としてA香港型と呼ばれるウ

イルスによる流行がみられています。中国でも、今年

になってA香港型が増加しています。

また、オーストラリアで本年度に検出されたインフル

エンザウイルスの型が判明したもののうち、約80％

がA香港型でした。

そのため、今シーズンは、A香港型の流行が主体と

なる可能性があります。

A香港型が流行すると、インフルエンザによる死亡

や入院が増加することが知られているので、特に警

戒が必要となります。

いずれの抗ウイルス薬も発熱後
48時間以内に開始することが重要です。

2022-2023年シーズンはインフルエンザの流行の可能性が大きい予想
北半球の冬季のインフルエンザ流行の予

測をするうえで、すでに冬を迎えている南半

球の状況が参考になります。オーストラリア

政府は定期的にインフルエンザの発症状

況を報告していますが、2020年および

2021年は、インフルエンザ患者は極めて

少数でした。しかし、2022年は4月後半から

報告数が増加し、例年を超えるレベルの患

者数となっています。これを踏まえて日本で

も流行の可能性が大きいと言えます。

上記の予想のため、一旦感染がおこると、特に小児や高齢者

を中心に社会全体として大きな流行となるおそれがあります。

❶海外からの入国が緩和され人的交流が増加すれば、国
内へインフルエンザウイルスも持ち込まれると考えられる
ため。

❷過去２年間、国内での流行がなかったために、社会全体
のインフルエンザに対する集団免疫が低下していると考
えられるため。

流行予想の理由

各抗ウイルス薬の特徴 ①投与経路　②用法用量（治療）　③予防投与の可否　④後発品の有無　⑤小児への投与

①

②

③

④

⑤

経口

1日2回（5日間）

◯
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◯

①

②

③

④

⑤

経口

1回

×

なし

△

①

②

③

④

⑤

吸入

1回

◯

なし

◯

①

②

③

④

⑤

吸入

1日2回（5日間）

◯

なし

◯

①

②

③

④

⑤

点滴静注

1回

×

なし

◯


